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＜連絡事項＞

＜業務改善＞
・臨時薬と持参薬の漏れを防止するために下記について話し合い、実施していくこととする。
　処方処置版の記入者
　　基本的には、臨時薬と持参薬をセットした職員と左記をWチェックした職員が記入する。
深夜勤務者（ACユニット担当）
　　処方処置版を確認し、当日指示受けが必要な患者様を拾う。
※医師のスケジュールを確認する。
※臨時薬と持参薬の内容等、日勤職員がスムーズに指示受けしやすいように配慮すること。
※処方処置版に記載がなくても、既に医師が処方をしている可能性あり。指示受けメモに転記する前に、電子カルテを再チェックすること。
　日勤リーダーまたは診察介助者
　　指示受けメモに記載した内容を把握した上で、医師へ指示受けする。当日中に依頼した指示が出されているかを再チェックすること。
　　　※指示受けが完了するまでは、分かるように処方処置版に印または紙の向きを変える。
　準夜勤務者
　処方漏れがないか、処方処置版を再確認する。

＜入室状況＞
【入院】
・上野　祐華様～東B1へ医療保護入院となる。

【退院】
・松橋　和大様～自宅へ退院。

【転出】
・菅井　浩子様～東合併症室→南B102号室へ転出となる。
・東野　愛様～東B1号室→西B28号室へ転出となる。

【転入】
・風張　久美子様～西B26→東病棟B1号室へ転入となる。

＜患者様連絡事項＞
・上野　淳子様～尿量少なく、軽度の腹部膨満感があることを村上Drに状態報告。膀胱留置カテーテル挿入、尿一般、尿培養提出の指示受ける。

・寺地　啓喜様～本日で便-7日目。腹部膨満感なし、腸蠕動音微弱。馬渡Drへ状態報告し経過観察の指示受ける。

・上野　淳子様～次女様より電話あり。療養環境について「みたことないから不安、写真とかとってもらえませんか、本人の様子も聞きたいです」と訴えあり。本人の状態について報告している。療養環境の見学については主治医に確認するとし終話。主治医より短時間であれば可のとのこと。次女様へ折り返し連絡済。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中は他室侵入、他者の私物弄りあり、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。自室で過ごしている。対面時は不穏興奮や易怒性なく、不調訴えもなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。左手の爪を剥いでおりテープで固定するよう指示あり。対面時気分高揚さあり。拘束部位の循環障害や皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・下浅　光敬様～終日隔離中。10時から16時の開放観察指示あり。開放観察中は他者とのトラブルはないが、度々来詰し私物に関連した訴え多く聞かれている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜小栁Dr診察＞
・林　綾子様～本日よりロラゼパム中止指示あり、除剤する。新たにアタラックスPカプセル処方となる。不安時のタンドスピロンは1日3回まで4時間あけて使用可の指示受ける。

・村尾　朱佑様～指示変更なし。10/8～処方分よりオランザピンＯＤ（2.5）1T×夕に追加となる。

・佐藤　良子様～本日よりトラゾドン処方となる。以外指示変更なし。

・長根　瞳様～10/8～分の処方からリスペリドン（2）1T夕分追加処方となる。爪を剥いでしまう行為あり、爪をテープで固定するよう指示あり。

＜入院患者情報＞
[bookmark: _GoBack]日　　時：令和7年10月3日　12：35
  氏　　名：上野　佑華（うわの　ゆうか）様
　生年月日：平成10年12月6日（26）
　病　　名：双極性感情障害
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット1号室

　＜経過＞
　気分の落込みが続いており、希死念慮があったが、行動化する
事は無く経過していた。
令和7年9月13日、デエビゴを過量服薬したと母様より連絡があり、
当院当直医より、経過観察の指示を受けていた。以後、様子を見
ながら経過していたが、本日受診時、希死念慮を訴え泣いてしま
っている。本人では入院について決められないとの事で、母様へ
確認。家族も入院の希望あり、令和7年10月3日、東病棟Bユニット
へ医療保護入院となっている。
